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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月9日(2020.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
       式（Ａ）の繰り返し単位を含む架橋ポリマーであって、
【化５０】

       式中、
       Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、アルキル、ペル
フルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ
独立して選択され；
       　前記架橋部分が、式（Ａ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを架
橋し、
       　式（Ａ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４

、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ａ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４
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、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、式（Ａ）の架橋された前記第１の繰り返し単位
上の前記架橋部分に結合した結合であり；
       　但し、
       　Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが架橋部
分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０１又は
Ｒ１０２を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０４又は
Ｒ１０５を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ１０３、Ｒ１０６、Ｒ１１５、Ｒ１１７、Ｒ１１８、及びＲ１１９が、水素（
Ｈ）、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び
ヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１１６が、結合、アルキレン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、
アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アルキレン、ペル
フルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリー
レンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独立して選択
される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換され；
       Ｒ１０７、Ｒ１１０、Ｒ１１１、及びＲ１１４が、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アルコキシ、ペルフルオロアルコキシ、ハロ、アリール、及びヘ
テロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０８、Ｒ１０９、Ｒ１１２、及びＲ１１３が、水素（Ｈ）、アルキル、ペル
フルオロアルキル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択される、
       架橋ポリマー。
【請求項２】
       請求項１に記載の架橋ポリマーであって、
       （ｉ）前記ポリマーが式（Ａ－Ａ）の繰り返し単位を含み、
【化５１】

       式中、
Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロ
アルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して
選択され；
       前記架橋部分が、式（Ａ－Ａ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
       　式（Ａ－Ａ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ａ－Ａ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、式（Ａ－Ａ）の架橋された前記第１の繰り
返し単位上の前記架橋部分に結合した結合であり；
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       　但し、
       　Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが架橋部
分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０１又は
Ｒ１０２を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０４又は
Ｒ１０５を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ１０３、Ｒ１０６、Ｒ１１５、Ｒ１１７、Ｒ１１８、及びＲ１１９が、水素（
Ｈ）、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び
ヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１１６が、結合、アルキレン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、
アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アルキレン、ペル
フルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリー
レンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独立して選択
される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換され；
       Ｒ１０７、Ｒ１１０、Ｒ１１１、及びＲ１１４が、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アルコキシ、ペルフルオロアルコキシ、ハロ、アリール、及びヘ
テロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０８、Ｒ１０９、Ｒ１１２、及びＲ１１３が、水素（Ｈ）、アルキル、ペル
フルオロアルキル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択されるか、又は、
       （ｉｉ）前記ポリマーが式（Ａ－Ｂ）の繰り返し単位を含み、
【化５２】

       式中、
Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロ
アルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して
選択され；
       前記架橋部分が、式（Ａ－Ｂ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
       　式（Ａ－Ｂ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ａ－Ｂ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、式（Ａ－Ｂ）の架橋された前記第１の繰り
返し単位上の前記架橋部分に結合した結合であり；
       　但し、
       　Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが架橋部
分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
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       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０１又は
Ｒ１０２を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０４又は
Ｒ１０５を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ１０３、Ｒ１０６、Ｒ１１５、Ｒ１１７、Ｒ１１８、及びＲ１１９が、水素（
Ｈ）、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び
ヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１１６が、結合、アルキレン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、
アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アルキレン、ペル
フルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリー
レンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独立して選択
される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換され；
       Ｒ１０７、Ｒ１１０、Ｒ１１１、及びＲ１１４が、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アルコキシ、ペルフルオロアルコキシ、ハロ、アリール、及びヘ
テロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０８、Ｒ１０９、Ｒ１１２、及びＲ１１３が、水素（Ｈ）、アルキル、ペル
フルオロアルキル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択されるか、又は、
       （ｉｉｉ）前記ポリマーが式（Ａ－Ｃ）の繰り返し単位を含み、
【化５３】

       式中、
Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロ
アルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して
選択され；
       前記架橋部分が、式（Ａ－Ｃ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
       　式（Ａ－Ｃ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ａ－Ｃ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、式（Ａ－Ｃ）の架橋された前記第１の繰り
返し単位上の前記架橋部分に結合した結合であり；
       　但し、
       　Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが架橋部
分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０１又は
Ｒ１０２を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０４又は
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Ｒ１０５を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ１０３、Ｒ１０６、Ｒ１１５、Ｒ１１７、Ｒ１１８、及びＲ１１９が、水素（
Ｈ）、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び
ヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１１６が、結合、アルキレン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、
アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アルキレン、ペル
フルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリー
レンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独立して選択
される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換され；
       Ｒ１０７、Ｒ１１０、Ｒ１１１、及びＲ１１４が、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アルコキシ、ペルフルオロアルコキシ、ハロ、アリール、及びヘ
テロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０８、Ｒ１０９、Ｒ１１２、及びＲ１１３が、水素、アルキル、ペルフルオ
ロアルキル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択されるか、又は、
       （ｉｖ）前記ポリマーが式（Ａ－Ｄ）の繰り返し単位を含み、
【化５４】

       式中、
Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロ
アルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して
選択され；
       前記架橋部分が、式（Ａ－Ｄ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
       　式（Ａ－Ｄ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ａ－Ｄ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１

０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、式（Ａ－Ｄ）の架橋された前記第１の繰り
返し単位上の前記架橋部分に結合した結合であり；
       　但し、
       　Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが架橋部
分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０１及びＲ１０２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０１又は
Ｒ１０２を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１０４及びＲ１０５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１０４又は
Ｒ１０５を含むベンズイミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ１０３、Ｒ１０６、Ｒ１１５、Ｒ１１７、Ｒ１１８、及びＲ１１９が、水素、
アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及びヘテロ
アリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１１６が、結合、アルキレン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、
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アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アルキレン、ペル
フルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘテロアリー
レンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独立して選択
される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換され；
       Ｒ１０７、Ｒ１１０、Ｒ１１１、及びＲ１１４が、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、アルコキシ、ペルフルオロアルコキシ、ハロ、アリール、及びヘ
テロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０８、Ｒ１０９、Ｒ１１２、及びＲ１１３が、水素、アルキル、ペルフルオ
ロアルキル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択される、
       架橋ポリマー。
【請求項３】
       請求項１又は２に記載の架橋ポリマーであって、
       Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが架橋部分
であるか、又は、
       Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、架橋部
分に結合するように構成される結合であり、任意選択で、
       （ｉ）Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、アルキル
、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、及び架橋部分からそれぞれ独立し
て選択され；但し、
       Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキ
ル、ヘテロアルキル、及びアリールから選択され；
       Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキ
ル、ヘテロアルキル、及びアリールから選択されるか、又は、
       （ｉｉ）Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、アルキ
ル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択さ
れ；但し、
       Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキ
ル、及びヘテロアルキルから選択され；
       Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキ
ル、及びヘテロアルキルから選択されるか、又は
       （ｉｉｉ）Ｒ１０１、Ｒ１０２、Ｒ１０４、及びＲ１０５が、不在、結合、メチ
ル、トリフルオロメチル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され；但し、
       Ｒ１０１及びＲ１０２のうち少なくとも１つが、メチル及びトリフルオロメチル
から選択され；
       Ｒ１０４及びＲ１０５のうち少なくとも１つが、メチル及びトリフルオロメチル
から選択される、
       架橋ポリマー。
【請求項４】
       請求項１～３のいずれか一項に記載の架橋ポリマーであって、Ｒ１０３、Ｒ１０

６、Ｒ１１５、Ｒ１１７、Ｒ１１８、及びＲ１１９が、水素及びアルキルからそれぞれ独
立して選択されるか、又は、
       Ｒ１０３、Ｒ１０６、Ｒ１１５、Ｒ１１７、Ｒ１１８、及びＲ１１９がそれぞれ
水素である、架橋ポリマー。
【請求項５】
       請求項１～４のいずれか一項に記載の架橋ポリマーであって、
       Ｒ１１６が、結合、アルキレン、アリーレン、及びヘテロアリーレンから選択さ
れ、前記アルキレン、アリーレン及びヘテロアリーレンが、アルキル、ペルフルオロアル
キル、ヘテロアルキル、及びハロから独立して選択される１、２、３、又は４の置換基で
、それぞれ任意選択的に置換されるか、又は、
       Ｒ１１６が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから
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独立して選択される１、２、３、又は４の置換基でそれぞれ任意選択的に置換されたアリ
ーレン及びヘテロアリーレンから選択されるか、又は、
       Ｒ１１６が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから
独立して選択される１、２、３、又は４の置換基で任意選択的に置換されたアリーレンか
ら選択されるか、又は、
       Ｒ１１６がフェニレンである、架橋ポリマー。
【請求項６】
       請求項１～５のいずれか一項に記載の架橋ポリマーであって、Ｒ１０７、Ｒ１１

０、Ｒ１１１、及びＲ１１４がそれぞれ独立してアルキルであるか、又は、
       Ｒ１０７、Ｒ１１０、Ｒ１１１、及びＲ１１４がそれぞれメチルであるか、又は
、
       Ｒ１０８、Ｒ１０９、Ｒ１１２、及びＲ１１３が、水素及びアルキルからそれぞ
れ独立して選択されるか、又は、
       Ｒ１０８及びＲ１１２が、水素及びアルキルからそれぞれ独立して選択されるか
、又は、
       Ｒ１０８及びＲ１１２がそれぞれ独立してアルキルであるか、又は、
       Ｒ１０８及びＲ１１２がそれぞれメチルであり、任意選択で、
       Ｒ１０９及びＲ１１３がそれぞれ水素である、
       架橋ポリマー。
【請求項７】
       式（Ｄ－Ａ）、（Ｄ－Ｂ）、（Ｄ－Ｃ）、及び（Ｄ－Ｄ）の繰り返し単位を含む
架橋ポリマーであって、
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【化６０】

       式中、
Ｒ１０１ａ、Ｒ１０２ａ、Ｒ１０４ａ、及びＲ１０５ａが、結合、アルキル、ペルフルオ
ロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立し
て選択され、但し、Ｒ１０１ａ、Ｒ１０２ａ、Ｒ１０４ａ、及びＲ１０５ａのうち２つが
、架橋部分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；Ｒ１

０１ａ、Ｒ１０２ａ、Ｒ１０４ａ、及びＲ１０５ａのうち残りの２つが、アルキル、ペル
フルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルからそれぞれ独立して選
択され；
       Ｒ１０１ｂ、Ｒ１０２ｂ、Ｒ１０４ｂ、及びＲ１０５ｂが、不在、結合、アルキ
ル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分から
それぞれ独立して選択され、但し、Ｒ１０１ｂ、Ｒ１０２ｂ、Ｒ１０４ｂ、及びＲ１０５

ｂのうち１つが架橋部分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構
成され；Ｒ１０１ｂ、Ｒ１０２ｂ、Ｒ１０４ｂ、及びＲ１０５ｂのうち１つが不在であり
、前記不在のＲ１０１ｂ、Ｒ１０２ｂ、Ｒ１０４ｂ、又はＲ１０５ｂを含むベンズイミダ
ゾリル基が中性であり；Ｒ１０１ｂ、Ｒ１０２ｂ、Ｒ１０４ｂ、及びＲ１０５ｂのうち残
りの２つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラル
キルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０１ｃ、Ｒ１０２ｃ、Ｒ１０４ｃ、及びＲ１０５ｃが、結合、アルキル、ペ
ルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞ
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れ独立して選択され、但し、Ｒ１０１ｃ、Ｒ１０２ｃ、Ｒ１０４ｃ、及びＲ１０５ｃのう
ち１つが架橋部分及び結合から選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され
；Ｒ１０１ｃ、Ｒ１０２ｃ、Ｒ１０４ｃ、及びＲ１０５ｃのうち残りの３つが、アルキル
、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルからそれぞれ独立
して選択され、
       Ｒ１０１ｄ、Ｒ１０２ｄ、Ｒ１０４ｄ、及びＲ１０５ｄが、アルキル、ペルフル
オロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルからそれぞれ独立して選択さ
れ；
       Ｒ１０３ａ、Ｒ１０６ａ、Ｒ１１５ａ、Ｒ１１７ａ、Ｒ１１８ａ、Ｒ１１９ａ、
Ｒ１０３ｂ、Ｒ１０６ｂ、Ｒ１１５ｂ、Ｒ１１７ｂ、Ｒ１１８ｂ、Ｒ１１９ｂ、Ｒ１０３

ｃ、Ｒ１０６ｃ、Ｒ１１５ｃ、Ｒ１１７ｃ、Ｒ１１８ｃ、Ｒ１１９ｃ、Ｒ１０３ｄ、Ｒ１

０６ｄ、Ｒ１１５ｄ、Ｒ１１７ｄ、Ｒ１１８ｄ、及びＲ１１９ｄが、水素、アルキル、ペ
ルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及びヘテロアリールから
それぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０７ａ、Ｒ１１０ａ、Ｒ１１１ａ、Ｒ１１４ａ、Ｒ１０７ｂ、Ｒ１１０ｂ、
Ｒ１１１ｂ、Ｒ１１４ｂ、Ｒ１０７ｃ、Ｒ１１０ｃ、Ｒ１１１ｃ、Ｒ１１４ｃ、Ｒ１０７

ｄ、Ｒ１１０ｄ、Ｒ１１１ｄ、及びＲ１１４ｄが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アルコキシ、ペルフルオロアルコキシ、ハロ、アリール、及びヘテロアリ
ールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１０８ａ、Ｒ１０９ａ、Ｒ１１２ａ、Ｒ１１３ａ、Ｒ１０８ｂ、Ｒ１０９ｂ、
Ｒ１１２ｂ、Ｒ１１３ｂ、Ｒ１０８ｃ、Ｒ１０９ｃ、Ｒ１１２ｃ、Ｒ１１３ｃ、Ｒ１０８

ｄ、Ｒ１０９ｄ、Ｒ１１２ｄ、及びＲ１１３ｄが、水素、アルキル、ペルフルオロアルキ
ル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択され、
       前記ポリマーが、ｍモルパーセントの式（Ｄ－Ａ）の繰り返し単位、ｎモルパー
セントの式（Ｄ－Ｂ）の繰り返し単位、ｐモルパーセントの繰り返し単位（Ｄ－Ｃ）、及
びｑモルパーセントの繰り返し単位（Ｄ－Ｄ）を含み、
       ｍが１モルパーセント～９５モルパーセントであり、
       ｎが１モルパーセント～５０モルパーセントであり、
       ｐが１モルパーセント～９５モルパーセントであり、
       ｑが５モルパーセント～９５モルパーセントであり、
       ｍ＋ｎ＋ｐ＋ｑ＝１００％である、
       架橋ポリマー。
【請求項８】
       式（Ｉ）の繰り返し単位を含む架橋ポリマーであって、
【化６１】

       式（Ｉ）中、
       Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロアルキル
、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され
、
       前記架橋部分が、式（Ｉ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを架橋
し；
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       　式（Ｉ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５の
うち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ｉ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５の
うち少なくとも１つが、式（Ｉ）の架橋された前記第１の繰り返し単位上の前記架橋部分
に結合した結合であり；
       　但し、
       　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５のうち少なくとも１つが架橋部分及び結合から選
択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ１及びＲ２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１又はＲ２を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ４及びＲ５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ４又はＲ５を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ３及びＲ６が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール
、アラルキル、及びヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１５が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独
立して選択される１、２、３、又は４の置換基でそれぞれ任意選択的に置換されたアルキ
レン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘ
テロアリーレンから選択され；
       Ｒ１６が、結合、アリーレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アリー
レン及びヘテロアリーレンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及び
ハロから独立して選択される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換
され；
       Ｒ７、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１４が、アルキル、ペルフルオロアルキル、及び
ヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１２、及びＲ１３が、水素、アルキル、ペルフルオロアルキル、
及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択される、
       架橋ポリマー。
【請求項９】
       請求項８に記載の架橋ポリマーであって、
       （ｉ）前記ポリマーが式（Ｉ－Ａ）の繰り返し単位を含み、
【化６２】

       式中、
       Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロアルキル
、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され
；
       前記架橋部分が、式（Ｉ－Ａ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
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       　式（Ｉ－Ａ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ

５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ｉ－Ａ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ

５のうち少なくとも１つが、式（Ｉ－Ａ）の架橋された前記第１の繰り返し単位上の前記
架橋部分に結合した結合であり、
       　但し、
       　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５のうち少なくとも１つが架橋部分及び結合から選
択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され、
       　Ｒ１及びＲ２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１又はＲ２を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ４及びＲ５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ４又はＲ５を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ３及びＲ６が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール
、アラルキル、及びヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１５が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独
立して選択される１、２、３、又は４の置換基でそれぞれ任意選択的に置換されたアルキ
レン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘ
テロアリーレンから選択され；
       Ｒ１６が、結合、アリーレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アリー
レン及びヘテロアリーレンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及び
ハロから独立して選択される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換
され；
       Ｒ７、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１４が、アルキル、ペルフルオロアルキル、及び
ヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１２、及びＲ１３が、水素、アルキル、ペルフルオロアルキル、
及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択されるか、又は、
       （ｉｉ）前記ポリマーが式（Ｉ－Ｂ）の繰り返し単位を含み、
【化６３】

       式中、
       Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロアルキル
、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され
；
       前記架橋部分が、式（Ｉ－Ｂ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
       　式（Ｉ－Ｂ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ

５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ｉ－Ｂ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ
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５のうち少なくとも１つが、式（Ｉ－Ｂ）の架橋された前記第１の繰り返し単位上の前記
架橋部分に結合した結合であり；
       　但し、
       　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５のうち少なくとも１つが架橋部分及び結合から選
択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され、
       　Ｒ１及びＲ２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１又はＲ２を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ４及びＲ５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ４又はＲ５を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ３及びＲ６が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール
、アラルキル、及びヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１５が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独
立して選択される１、２、３、又は４の置換基でそれぞれ任意選択的に置換されたアルキ
レン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘ
テロアリーレンから選択され；
       Ｒ１６が、結合、アリーレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アリー
レン及びヘテロアリーレンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及び
ハロから独立して選択される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換
され；
       Ｒ７、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１４が、アルキル、ペルフルオロアルキル、及び
ヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１２、及びＲ１３が、水素、アルキル、ペルフルオロアルキル、
及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択されるか、又は、
       （ｉｉｉ）前記ポリマーが式（Ｉ－Ｃ）の繰り返し単位を含み、

【化６４】

       式中、
       Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロアルキル
、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され
；
       前記架橋部分が、式（Ｉ－Ｃ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
       　式（Ｉ－Ｃ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ

５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ｉ－Ｃ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ

５のうち少なくとも１つが、式（Ｉ－Ｃ）の架橋された前記第１の繰り返し単位上の前記
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架橋部分に結合した結合であり、
       　但し、
       　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５のうち少なくとも１つが架橋部分及び結合から選
択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され、
       　Ｒ１及びＲ２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１及びＲ２を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ４及びＲ５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ４又はＲ５を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ３及びＲ６が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール
、アラルキル、及びヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１５が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独
立して選択される１、２、３、又は４の置換基でそれぞれ任意選択的に置換されたアルキ
レン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘ
テロアリーレンから選択され；
       Ｒ１６が、結合、アリーレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アリー
レン及びヘテロアリーレンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及び
ハロから独立して選択される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換
され；
       Ｒ７、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１４が、アルキル、ペルフルオロアルキル、及び
ヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１２、及びＲ１３が、水素、アルキル、ペルフルオロアルキル、
及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択されるか、又は、
       （ｉｖ）前記ポリマーが式（Ｉ－Ｄ）の繰り返し単位を含み、
【化６５】

       式中、
       Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロアルキル
、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され
；
       前記架橋部分が、式（Ｉ－Ｄ）の第１の繰り返し単位と第２の繰り返し単位とを
架橋し、
       　式（Ｉ－Ｄ）の前記第１の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ

５のうち少なくとも１つが前記架橋部分であり；
       　式（Ｉ－Ｄ）の前記第２の繰り返し単位において、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ

５のうち少なくとも１つが、式（Ｉ－Ｄ）の架橋された前記第１の繰り返し単位上の前記
架橋部分に結合した結合であり、
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       　但し、
       　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５のうち少なくとも１つが架橋部分及び結合から選
択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；
       　Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され、
       　Ｒ１及びＲ２のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ１又はＲ２を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       　Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルから選択され；
       　Ｒ４及びＲ５のうち１つが不在である場合、前記不在のＲ４又はＲ５を含むイ
ミダゾリル基が中性であり；
       Ｒ３及びＲ６が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール
、アラルキル、及びヘテロアリールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１５が、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及びハロから独
立して選択される１、２、３、又は４の置換基でそれぞれ任意選択的に置換されたアルキ
レン、ペルフルオロアルキレン、ヘテロアルキレン、アリーレン、アラルキレン、及びヘ
テロアリーレンから選択され；
       Ｒ１６が、結合、アリーレン、及びヘテロアリーレンから選択され、前記アリー
レン及びヘテロアリーレンが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、及び
ハロから独立して選択される１、２、３、又は４の置換基で、それぞれ任意選択的に置換
され；
       Ｒ７、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１４が、アルキル、ペルフルオロアルキル、及び
ヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ８、Ｒ９、Ｒ１２、及びＲ１３が、水素、アルキル、ペルフルオロアルキル、
及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択される、
       架橋ポリマー。
【請求項１０】
       請求項８又は９に記載の架橋ポリマーであって、
       （ｉ）Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５のうち少なくとも１つが架橋部分であるか、
又は、
       （ｉｉ）Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５のうち少なくとも１つが、架橋部分に結合
するように構成される結合であるか、又は、
       （ｉｉｉ）Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオ
ロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され；
但し、
       Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテ
ロアルキル、及びアリールから選択され；
       Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテ
ロアルキル、及びアリールから選択されるか、又は、
       （ｉｖ）Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、アルキル、ペルフルオロ
アルキル、ヘテロアルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され；但し、
       Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、及び
ヘテロアルキルから選択され；
       Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、及び
ヘテロアルキルから選択されるか、又は、
       （ｖ）Ｒ１、Ｒ２、Ｒ４、及びＲ５が、不在、結合、メチル、トリフルオロメチ
ル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択され；但し、
       Ｒ１及びＲ２のうち少なくとも１つが、メチル及びトリフルオロメチルから選択
され；
       Ｒ４及びＲ５のうち少なくとも１つが、メチル及びトリフルオロメチルから選択
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される、
       架橋ポリマー。
【請求項１１】
       請求項８～１０のいずれか一項に記載の架橋ポリマーであって、Ｒ３及びＲ６が
それぞれ独立してアリールであるか、又は、
       Ｒ３及びＲ６がそれぞれ独立してフェニルであるか、又は、
       Ｒ３及びＲ６がそれぞれ独立してメチルである、架橋ポリマー。
【請求項１２】
       請求項８～１２のいずれか一項に記載の架橋ポリマーであって、Ｒ１５及びＲ１

６が、アルキル及びハロから独立して選択される１、２、３、又は４の置換基でそれぞれ
任意選択的に置換されたアリーレン及びヘテロアリーレンから、それぞれ独立して選択さ
れるか、又は、
       Ｒ１５及びＲ１６がそれぞれ独立して、アルキル及びハロから独立して選択され
る１、２、３、又は４の置換基で任意選択的に置換されたアリーレンであるか、又は、
       Ｒ１５及びＲ１６がそれぞれ、アルキル及びハロから独立して選択される１、２
、３、又は４の置換基で任意選択的に置換されたフェニレンであるか、又は、
       Ｒ１５及びＲ１６がそれぞれフェニレンであり、任意選択で、
       Ｒ７、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１４がそれぞれ独立してアルキルであるか、又は
、
       Ｒ７、Ｒ１０、Ｒ１１、及びＲ１４がそれぞれ独立してメチルである、架橋ポリ
マー。
【請求項１３】
       式（ＩＶ－Ａ）、（ＩＶ－Ｂ）、（ＩＶ－Ｃ）、及び（ＩＶ－Ｄ）の繰り返し単
位を含む架橋ポリマーであって、
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【化７１】

       式中、
       Ｒ１ａ、Ｒ２ａ、Ｒ４ａ、及びＲ５ａが、結合、アルキル、ペルフルオロアルキ
ル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択さ
れ、但し、Ｒ１ａ、Ｒ２ａ、Ｒ４ａ、及びＲ５ａのうち２つが、架橋部分及び結合からそ
れぞれ独立して選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；Ｒ１ａ、Ｒ２

ａ、Ｒ４ａ、及びＲ５ａのうち残りの２つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロ
アルキル、アリール、及びアラルキルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ４ｂ、及びＲ５ｂが、不在、結合、アルキル、ペルフルオロ
アルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して
選択され、但し、Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ４ｂ、及びＲ５ｂのうち１つが架橋部分及び結合か
ら選択され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ４ｂ、
及びＲ５ｂのうち１つが不在であり、前記不在のＲ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ４ｂ、又はＲ５ｂを
含むイミダゾリル基が中性であり；Ｒ１ｂ、Ｒ２ｂ、Ｒ４ｂ、及びＲ５ｂのうち残りの２
つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、及びアラルキルか
らそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ１ｃ、Ｒ２ｃ、Ｒ４ｃ、及びＲ５ｃが、結合、アルキル、ペルフルオロアルキ
ル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及び架橋部分からそれぞれ独立して選択さ
れ、但し、Ｒ１ｃ、Ｒ２ｃ、Ｒ４ｃ、及びＲ５ｃのうち１つが架橋部分及び結合から選択
され、前記結合が架橋部分に結合するように構成され；Ｒ１ｃ、Ｒ２ｃ、Ｒ４ｃ、及びＲ
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５ｃのうち残りの３つが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール
、及びアラルキルからそれぞれ独立して選択され、
       Ｒ１ｄ、Ｒ２ｄ、Ｒ４ｄ、及びＲ５ｄが、アルキル、ペルフルオロアルキル、ヘ
テロアルキル、アリール、及びアラルキルからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ３ａ、Ｒ６ａ、Ｒ３ｂ、Ｒ６ｂ、Ｒ３ｃ、Ｒ６ｃ、Ｒ３ｄ、及びＲ６ｄが、ア
ルキル、ペルフルオロアルキル、ヘテロアルキル、アリール、アラルキル、及びヘテロア
リールからそれぞれ独立して選択され；
       Ｒ７ａ、Ｒ１０ａ、Ｒ１１ａ、Ｒ１４ａ、Ｒ７ｂ、Ｒ１０ｂ、Ｒ１１ｂ、Ｒ１４

ｂ、Ｒ７ｃ、Ｒ１０ｃ、Ｒ１１ｃ、Ｒ１４ｃ、Ｒ７ｄ、Ｒ１０ｄ、Ｒ１１ｄ、及びＲ１４

ｄが、アルキル、ペルフルオロアルキル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立して選択
され；
       Ｒ８ａ、Ｒ１２ａ、Ｒ８ｂ、Ｒ１２ｂ、Ｒ８ｃ、Ｒ１２ｃ、Ｒ８ｄ、及びＲ１２

ｄが、水素、アルキル、ペルフルオロアルキル、及びヘテロアルキルからそれぞれ独立し
て選択され、
       前記ポリマーが、ｒモルパーセントの式（ＩＶ－Ａ）の繰り返し単位、ｓモルパ
ーセントの式（ＩＶ－Ｂ）の繰り返し単位、ｔモルパーセントの繰り返し単位（ＩＶ－Ｃ
）、及びｕモルパーセントの繰り返し単位（ＩＶ－Ｄ）を含み、
       ｒが１モルパーセント～９５モルパーセントであり、
       ｓが１モルパーセント～５０モルパーセントであり、
       ｔが１モルパーセント～９５モルパーセントであり、
       ｕが５モルパーセント～９５モルパーセントであり、
       ｒ＋ｓ＋ｔ＋ｕ＝１００％である、
       架橋ポリマー。
【請求項１４】
       前記架橋部分が、
【化７２】

       であり、
       式中、Ｒ１２０、Ｒ１２１、Ｒ１２２、及びＲ１２３が、水素、アルキル、及び
ペルフルオロアルキルからそれぞれ独立して選択される、
       請求項１～１３のいずれか一項に記載の架橋ポリマー。
【請求項１５】
       請求項１～１４のいずれか一項に記載の架橋ポリマーを含む、イオン性膜、又は
イオノマーであって、
       前記イオノマーは、任意選択で、
       燃料電池の、電解装置の、又は他の電気化学デバイスの触媒層に組み込まれた、
イオノマー。
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